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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
七
号

高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
号
）
第
八
条
第
二
項
並
び
に
第
十
六
条
及
び
第
十

八
条
第
一
項
（
同
令
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生

規
則
第
八
条
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
第
八
条
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
等

（
予
備
空
気
槽
の
内
容
積
の
計
算
方
法
）

第
一
条

高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方

法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
式
に
よ
り
計
算
す
る
方
法
と
す
る
。

一

潜
水
作
業
者
に
圧
力
調
整
器
を
使
用
さ
せ
る
場
合

4
0

（0
.
0
3
Ｄ

＋0
.
4

）

Ｖ

＝

Ｐ

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｖ
、
Ｄ
及
び
Ｐ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
（
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
。
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Ｖ

予
備
空
気
槽
の
内
容
積
（
単
位

リ
ッ
ト
ル
）

Ｄ

最
高
の
潜
水
深
度
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

Ｐ

予
備
空
気
槽
内
の
空
気
の
圧
力
（
単
位

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

6
0

（0
.
0
3
Ｄ

＋0
.
4

）

Ｖ

＝

Ｐ

（
酸
素
ば
く
露
量
の
計
算
方
法
）

第
二
条

規
則
第
十
六
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
次
に
定
め
る
式
に
よ
り
求
め
た
次
条
第
一
項
各
号
の

区
間
（
平
均
酸
素
分
圧
が
五
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
区
間
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
の

酸
素
ば
く
露
量
を
一
日
又
は
一
週
間
に
つ
い
て
合
計
す
る
方
法
と
す
る
。

P
O
２
－
5
0

U
P
T
D

＝ｔ

（

）０

．

８
３

5
0

こ
の
式
に
お
い
て
、

、
ｔ
及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

UPTD

PO２

ｔ
の
区
間
に
お
け
る
酸
素
ば
く
露
量
の
合
計

UPTDｔ

次
条
第
一
項
各
号
の
区
間
の
時
間
（
単
位

分
）

ｔ
の
区
間
の
平
均
酸
素
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

PO２
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２

規
則
第
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
値
は
、
一
日
に
つ
い
て
六
百
、
一
週
間
に
つ
い
て
二
千
五
百
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
間
等
）

第
三
条

規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
間
は
、
加
圧
の
開
始
か
ら
減
圧
の
終
了
ま
で

を
次
の
各
号
に
定
め
る
区
間
ご
と
に
区
分
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
と
す
る
。

一

窒
素
及
び
ヘ
リ
ウ
ム
の
濃
度
並
び
に
加
圧
又
は
減
圧
の
速
度
が
一
定
の
区
間

二

窒
素
若
し
く
は
ヘ
リ
ウ
ム
の
濃
度
又
は
加
圧
若
し
く
は
減
圧
の
速
度
が
変
化
し
て
い
る
区
間

２

規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
区
分
さ
れ
た
人
体
の
組
織
は
、
別
表

の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
に
掲
げ
る
組
織
と
す
る
。

３

規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
に
掲
げ
る

組
織
ご
と
に
、
第
一
号
に
よ
り
求
め
た
窒
素
分
圧
と
第
二
号
に
よ
り
求
め
た
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧
を
合
計
す
る
方
法
と
す

る
。

一

当
該
半
飽
和
組
織
の
窒
素
分
圧

１
Ｒ
Ｎ

N
2

Ｐ
N
2

＝
（Ｐ

a＋
Ｐ

b

）Ｎ
N
2

＋Ｒ
Ｎ

N
2

（ｔ
－

）－
｛
（Ｐ

ａ

＋Ｐ
ｂ

）Ｎ
N
2－
Ｑ

N
2－

｝ｅ
－
ｋ
ｔ

ｋ
ｋ

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

、
Ｒ
、
ｔ
、
ｋ
、

及
び
ｅ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の

ＰN2

Ｐａ

Ｐｂ

ＮN2

ＱN2

と
す
る
。
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第
一
項
各
号
の
区
間
が
終
わ
る
時
点
の
当
該
半
飽
和
組
織
の
窒
素
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

ＰN2

大
気
圧
と
し
て1

0
0

（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

Ｐａ

当
該
区
間
が
始
ま
る
時
点
の
ゲ
ー
ジ
圧
力
（
第
四
項
に
お
い
て
「
圧
力
」
と
い
う
。
）
（
単
位

キ
ロ

Ｐb

パ
ス
カ
ル
）

当
該
区
間
の
窒
素
の
濃
度
（
窒
素
の
濃
度
が
変
化
す
る
区
間
に
あ
っ
て
は
、
当
該
区
間
の
最
高
の
窒
素

ＮN2

の
濃
度
）
（
単
位

パ
ー
セ
ン
ト
）

Ｒ

当
該
区
間
の
加
圧
又
は
減
圧
の
速
度
（
加
圧
又
は
減
圧
の
速
度
が
変
化
し
て
い
る
区
間
に
あ
っ
て
は
、

当
該
区
間
の
最
高
の
加
圧
又
は
減
圧
の
速
度
）
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
毎
分
）

ｔ

当
該
区
間
の
時
間
（
単
位

分
）

l
o
g
e２

ｋ

別
表
の

「半
飽
和
組
織

」欄
の
区
分
に
応
じ
た

「窒
素
半
飽
和
時
間

」欄
に
掲
げ
る
時
間

当
該
区
間
が
始
ま
る
時
点
の
当
該
半
飽
和
組
織
の
窒
素
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）
と
す
る
。
た

ＱN2

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
区
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
窒
素
分
圧
と
す
る
。

イ

当
該
高
圧
室
内
業
務
に
お
け
る
最
初
の
区
間
（
ロ
の
区
間
を
除
く
。
）

7
4
.
5
2
0
7

ロ

高
圧
室
内
業
務
を
終
了
し
た
者
で
、
最
終
の
減
圧
が
終
了
し
て
か
ら
十
四
時
間
を
経
過
し
な
い
も
の

を
更
に
高
圧
室
内
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
最
初
の
区
間

最
終
の
減
圧
が
終
了
し
て
か
ら
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当
該
高
圧
室
内
業
務
を
開
始
す
る
ま
で
を
一
つ
の
区
間
と
み
な
し
て
求
め
た
区
間
が
終
わ
る
時
点
の
当

該
半
飽
和
組
織
の
窒
素
分
圧

ｅ

自
然
対
数
の
底

二

当
該
半
飽
和
組
織
の
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧

１
Ｒ
Ｎ

H
e

Ｐ
H
e

＝
（Ｐ

ａ
＋
Ｐ

ｂ

）Ｎ
H
e

＋Ｒ
Ｎ

H
e

（ｔ
－

）－

｛
（Ｐ

ａ

＋Ｐ
ｂ

）Ｎ
H
e－
Ｑ

H
e－

｝ｅ
－
ｋ
ｔ

ｋ
ｋ

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、
Ｒ
、
ｔ
及
び
ｅ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
号
に
定
め
る
値
と
同
じ
値
を
表
し
、

Ｐａ

Ｐｂ

ＰHe

、

、
ｋ
及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ＮHe

ＱHe

第
一
項
各
号
の
区
間
が
終
わ
る
時
点
の
当
該
半
飽
和
組
織
の
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

ＰHe

当
該
区
間
の
ヘ
リ
ウ
ム
の
濃
度
（
ヘ
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
変
化
す
る
区
間
に
あ
っ
て
は
、
当
該
区
間
の
最

ＮHe

高
の
ヘ
リ
ウ
ム
の
濃
度
）
（
単
位

パ
ー
セ
ン
ト
）

l
o
g
e２

ｋ

別
表
の

「半
飽
和
組
織

」欄
の
区
分
に
応
じ
た

「ヘ
リ
ウ
ム
半
飽
和
時
間

」欄
に
掲
げ
る
時
間

当
該
区
間
が
始
ま
る
時
点
の
当
該
半
飽
和
組
織
の
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）
と
す
る
。

ＱHe

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
区
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧
と
す
る
。

イ

当
該
高
圧
室
内
業
務
に
お
け
る
最
初
の
区
間
（
ロ
の
区
間
を
除
く
。
）

０
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ロ

高
圧
室
内
業
務
を
終
了
し
た
者
で
、
最
終
の
減
圧
が
終
了
し
て
か
ら
十
四
時
間
を
経
過
し
な
い
も
の

を
更
に
高
圧
室
内
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
最
初
の
区
間

最
終
の
減
圧
が
終
了
し
て
か
ら

当
該
高
圧
室
内
業
務
を
開
始
す
る
ま
で
を
一
つ
の
区
間
と
み
な
し
て
求
め
た
区
間
が
終
わ
る
時
点
の
当

該
半
飽
和
組
織
の
ヘ
リ
ウ
ム
分
圧

４

規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
に
掲
げ
る

組
織
ご
と
に
、
次
に
定
め
る
式
に
よ
り
計
算
す
る
方
法
と
す
る
。

Ｐ
a＋
Ｐ

ｃ

Ｍ

＝

＋Ａ
Ｂ

こ
の
式
に
お
い
て
、

は
前
項
第
一
号
に
定
め
る
値
と
同
じ
値
を
表
し
、
Ｍ
、

、
Ｂ
及
び
Ａ
は
、
そ
れ
ぞ

Ｐａ

Ｐｃ

れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｍ

当
該
半
飽
和
組
織
が
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
不
活
性
ガ
ス
の
分
圧
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

第
一
項
各
号
の
区
間
が
終
わ
る
時
点
の
圧
力
（
単
位

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

ＰｃＢ

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
窒
素
ｂ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値
と
「
ヘ
リ
ウ
ム
ｂ
値
」
欄

に
掲
げ
る
値
の
合
成
値
で
、
次
の
式
に
よ
り
求
め
た
値
と
す
る
。

ｂ
N
2Ｐ

N
2

＋ｂ
H
eＰ

H
e

Ｂ

＝

Ｐ
N
2

＋Ｐ
H
e
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こ
の
式
に
お
い
て
、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
項
各
号
に
定
め
る
値
と
同
じ
値
を
表
し
、

及

ＰN2

ＰHe

ｂN2

び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ｂHe

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
窒
素
ｂ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値

ｂN2

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
ヘ
リ
ウ
ム
ｂ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値

ｂHe

Ａ

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
窒
素
ａ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値
と
「
ヘ
リ
ウ
ム
ａ
値
」
欄

に
掲
げ
る
値
の
合
成
値
で
、
次
の
式
に
よ
り
求
め
た
値
と
す
る
。

ａ
N
2Ｐ

N
2

＋ａ
H
eＰ

H
e

Ａ

＝

Ｐ
N
2

＋Ｐ
H
e

こ
の
式
に
お
い
て
、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
項
各
号
に
定
め
る
値
と
同
じ
値
を
表
し
、

及

ＰN2

ＰHe

ａN2

び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ａHe

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
窒
素
ａ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値

ａN2

別
表
の
「
半
飽
和
組
織
」
欄
の
区
分
に
応
じ
た
「
ヘ
リ
ウ
ム
ａ
値
」
欄
に
掲
げ
る
値

ａHe

（
準
用
）

第
四
条

前
二
条
の
規
定
は
、
規
則
第
二
十
七
条
に
お
い
て
規
則
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中
「
加
圧
」
と
あ
る
の
は
「
潜
降
」
と
、
「
減
圧
」
と
あ
る
の
は
「
浮

上
」
と
、
「
高
圧
室
内
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
潜
水
業
務
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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別
表

（第
三
条
関
係

）

半
飽
和
組
織

窒
素
半
飽
和

窒
素
ａ
値

窒
素
ｂ
値

ヘ
リ
ウ
ム
半
飽

ヘ
リ
ウ
ム

ヘ
リ
ウ
ム

時
間

（分

）

和
時
間

（分

）

ａ
値

ｂ
値

第
一
半
飽
和
組
織

5
1
2
6
.
8
8
5

0
.
5
5
7
8

1
.
8
8
7

1
7
4
.
2
4
7

0
.
4
7
7
0

第
二
半
飽
和
組
織

8
1
0
9
.
1
8
5

0
.
6
5
1
4

3
.
0
1
9

1
4
7
.
8
6
6

0
.
5
7
4
7

第
三
半
飽
和
組
織

1
2
.
5

9
4
.
3
8
1

0
.
7
2
2
2

4
.
7
1
7

1
2
7
.
4
7
7

0
.
6
5
2
7

第
四
半
飽
和
組
織

1
8
.
5

8
2
.
4
4
6

0
.
7
8
2
5

6
.
9
8
1

1
1
2
.
4
0
0

0
.
7
2
2
3

第
五
半
飽
和
組
織

2
7

7
3
.
9
1
8

0
.
8
1
2
6

1
0
.
1
8
9

9
9
.
5
8
8

0
.
7
5
8
2

第
六
半
飽
和
組
織

3
8
.
3

6
3
.
1
5
3

0
.
8
4
3
4

1
4
.
4
5
3

8
9
.
4
4
6

0
.
7
9
5
7

第
七
半
飽
和
組
織

5
4
.
3

5
6
.
4
8
3

0
.
8
6
9
3

2
0
.
4
9
1

8
0
.
0
5
9

0
.
8
2
7
9

第
八
半
飽
和
組
織

7
7

5
1
.
1
3
3

0
.
8
9
1
0

2
9
.
0
5
7

7
1
.
7
0
9

0
.
8
5
5
3

第
九
半
飽
和
組
織

1
0
9

4
8
.
2
4
6

0
.
9
0
9
2

4
1
.
1
3
2

6
6
.
2
8
5

0
.
8
7
5
7

第
十
半
飽
和
組
織

1
4
6

4
3
.
7
0
9

0
.
9
2
2
2

5
5
.
0
9
4

6
2
.
0
4
9

0
.
8
9
0
3

第
十
一
半
飽
和
組
織

1
8
7

4
0
.
7
7
4

0
.
9
3
1
9

7
0
.
5
6
6

5
9
.
1
5
2

0
.
8
9
9
7

第
十
二
半
飽
和
組
織

2
3
9

3
8
.
6
8
0

0
.
9
4
0
3

9
0
.
1
8
9

5
8
.
0
2
9

0
.
9
0
7
3

第
十
三
半
飽
和
組
織

3
0
5

3
4
.
4
6
3

0
.
9
4
7
7

1
1
5
.
0
9
4

5
7
.
5
8
6

0
.
9
1
2
2
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第
十
四
半
飽
和
組
織

3
9
0

3
3
.
1
6
1

0
.
9
5
4
4

1
4
7
.
1
7
0

5
8
.
1
4
3

0
.
9
1
7
1

第
十
五
半
飽
和
組
織

4
9
8

3
0
.
7
6
5

0
.
9
6
0
2

1
8
7
.
9
2
5

5
7
.
6
5
2

0
.
9
2
1
7

第
十
六
半
飽
和
組
織

6
3
5

2
9
.
2
8
4

0
.
9
6
5
3

2
3
9
.
6
2
3

5
7
.
2
0
8

0
.
9
2
6
7


